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制 定 日 平成２０年１２月２２日
最近改正日 令和 ３年 ８月 ５日

理 事 長 松本 高秋

当協会は、社会的に環境保護・保全運動の機運が高まる中で、ごみの減量を目指す３Ｒ運動
の推進や廃棄物の適正処理、地球温暖化防止活動などを積極的に進めてまいりました。

そして公共団体としての立場から、エコアクション２１の取り組みの一環として「環境経営
方針」を策定し、市民の快適な生活環境づくりを目指して、積極的にステークホルダーと連
携した環境保全活動に取り組んでおります。

当協会は、２００９年９月にエコアクション２１認証登録を行って以降、１５年間にわたり
取組みを継続しております。今後も、なお一層、環境保全等普及啓発活動、廃棄物処理に関
わる技術協力、大阪湾広域臨海環境整備センターや大阪港湾局等からの埋立管理受注業務な
どの事業を通じて、都市の発展と循環型社会の構築に向けて寄与してまいります。

ごあいさつ

環境経営方針

当協会は、積極的に地球温暖化防止対策の一翼を担い「廃棄物処理・霊園管理にかかる長年
のノウハウと豊富な実務経験をもつ人材を活用した事業推進を図り市民サービスの一層の向
上と快適な生活環境づくりをめざすとともに循環型社会の構築に寄与」するという社会的責
務を果たすため、環境マネジメントシステムを構築し、自らが行う事業及び受託事業が環境
に及ぼす影響を勘案しつつ、継続的な省エネ・省資源に取り組むとともに、働き易い環境の
創生に寄与します。

1. 事業活動による環境への影響を総合的に把握し、環境目標を定め、定期的な見直しを行
い、環境影響を継続的に改善するとともに、次の取り組みを積極的に推進します。
（１） 地球温暖化の防止を図るため、二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。
（２） 廃棄物の削減に取り組むとともに、物品等の購入におけるグリーン調達及び

リサイクルを推進し省資源を徹底します。
（３） 水資源の保全のため、「節水」に取り組みます。

2. 全職員への環境教育を推進します。
3. 当協会が実施する事業活動において、常に地域社会との共生を図りつつ、環境配慮の視

点を持って行動し、環境負荷の低減を図ります。
4. 自然生態系等の環境保全に十分配慮しながら「生物多様性」「地球温暖化問題」「循環

型社会の形成」等に関する普及啓発事業を進め、ＳＤＧｓに沿った事業を推進します。
5. 環境関連の法令を遵守し、環境汚染の未然防止に努めます。
6. この環境経営方針は、全職員に周知するとともに、一般に公表します。

なお、事業の実施にあたっては、環境活動に取り組む市民等と連携を図りながら推進します。

環 境 理 念

環境行動指針
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登録事業所の概要

事業年度

4月～3月

事業所名及び代表者名

所在地及び連絡先

〒542-0081

大阪市中央区南船場１丁目１６番１３号 堺筋ベストビル９階

Tel ： 06-6121-6407 Fax ：06-6264-8181

環境管理責任者及び担当者

事業内容

・環境学習振興事業

・環境保全等普及啓発事業

・旅行事業

・廃棄物処理施設技術協力・支援事業

・埋立管理運営事業（大阪湾広域臨海環境整備センターからの受託業務であり、

同センターのEA21に準じた対応）

（大阪港湾局等からの受注業務であり、法令等に基づいて

事業者責任を果たしています）

事業規模

※職員数は、各年度４月１日現在

一般財団法人 環境事業協会

理事長 松本 高秋

環境管理責任者：永谷 義一（総務部長）

担 当 者：佐藤 貴志（環境推進務部 環境活動担当課長）

事業規模 単位

事業費 百万円

2022年度 2023年度 2024年度

728 735 459

49
本社（33）

埋立（16）

延べ面積 ㎡

本社事務（527）

霊園事務（811）

埋立事務（303）

本社事務（527）

霊園事務（811）

埋立事務（303）

本社事務（527）

埋立事務（303）

職員数 人 84

本社（36）

霊園（28）

埋立（20）

78

本社（32）

霊園（26）

埋立（20）
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代表者

（理事長）

ＥＡ２１推進管理責任者

（総務部長）

ＥＡ２１推進委員会

（委員長：総務部長）

（副委員長：技術部長）

総務部門 環境推進部門 技術部門

ＥＡ２１推進員

事業部門

ＥＡ２１推進員 ＥＡ２１推進員ＥＡ２１推進員

ＥＡ２１推進事務局

 事務局長 環境活動担当課長

事務局 環境推進課

大阪湾広域臨海環境整備センター
中島事務所

（大阪湾広域臨海環境整備センター
からの受注業務であり、同センター
のEA21に準じた対応）

大阪港湾局等
夢洲事務所

(大阪港湾局等からの受注業務であり、
法令等に基づいて事業者責任を果た
しています)

実施体制図

①本社事務所

②受注業務（中島事務所・夢洲事務所）
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役 職 役 割・責 任・権 限

代表者（理事長）

ʾḕẽὊְτḩβϥ ᶧ

ʾḕẽὊְЄІГЭχם☼ẉόḚ τ σ ʺ ʺ ʺⱲḧʺṪ ʺṪ יּ

χ

ʾ͚͖͎͍ Ḛ χיּ

ʾḕẽὊְ χ├ ʾᾋ ΰẉό Ԍϒχ

ʾḕẽὊְ ʾḕẽὊְὓᵊ Ϭ

ʾ τϢϥὊְτΣΪϥᴿיּ ρЎарІχ ᶎᴟʺ χ ᴣρᾋ ΰϬם☼

ʾḕẽὊְйЪ˔Еχ

EA21推進管理

責任者

（総務部長）

ʾḕẽὊְЄІГЭχ  Ḛʺ☼םʺ

ʾḕẽḩ ṛ ︡ϤϘρϛ Ϭ

ʾḕẽὊְ ʾḕẽὊְὓᵊ Ϭᶎ

ʾḕẽὊְὓᵊχ︡Ϥ ϙὫᴮϬ ϒיּ ⁮

ʾḕẽὊְйЪ˔Еχᶎ

EA21推進委員会 ʾḕẽὊְὓᵊχ ṳʺḕẽᶨ ם χᶎ ʾ ᴣ

各部門

ʾꜛ τΣΪϥḕẽὊְЄІГЭχם☼

ʾꜛ τΣΪϥḕẽὊְ χ

ʾꜛ χ Ԍτ βϥễӾἩ χם☼

ʾꜛ τḩ βϥḕẽὊְ ẉόḕẽὊְὓᵊχם☼ẉό ệχ ⁮

ʾ ήϦθ‮ χ︣ ⌠ ẉό֫ Ḛ

ʾꜛ χ ήϦθừẍⱧ ϒχ ᴂχθϛχ︣ ⌠ ʺГІЕʺἩ ʺṜ

ʾꜛ χ χ ᾋʺ ʺ

ʾ͚͖͎͍ Ԍχ

EA21推進員

ʾ ϵКиϻ˔ˢ ▒ᴟ ⌡ᾚˣʺ ʺ ṏ ⌡ᾚẉόϽз˔р

† τνΜοᶆ πχᶨ

ʾ Ṝʺᶆᶨ χ χθϛχἇ ├χ ӛẉόם“

ʾᶨ Ὣᴮχᶆ ϒχ ⁮

EA21推進事務局

ʾ͚͖͎͍ ӦԌᵓχⱧ ộ

ʾḕẽ ᴻχꜛᾪЎϴАϼẉόḕẽϒχ︡Ϥ ϙχꜛᾪЎϴАϼχם☼

ʾḕẽḩ ṛ ЎϴАϼзІЕχ⌠

ʾḕẽὊְ ʾḕẽὊְὓᵊ ᾖӛχ⌠

ʾ Ԍτ βϥễӾἩ ὓᵊχ⌠ ʾם☼ʾṜ

ʾḕẽὊְὓᵊχם ὓ

ʾḕẽḩ χᵰ ЀЬвИϾ˔Єдрχ ῢ

ʾḕẽὊְйЪ˔Еχ⌠ ʺ῝ᵫˢẸᵓͥ͝ρ͚͖͎͍ ӽⱧ ộϒχ ˣ

全職員
ʾḕẽὊְ χ ᵔρḕẽϒχ︡Ϥ ϙχ Ϭꜛᶐ

ʾὨϛϣϦθάρϬ︢Ϥʺꜛ︠ ʾ ớ τḕẽᶨ ϒ╥ᴥ

環境経営システム 役割・責任・権限
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主な環境負荷項目の実績及び環境経営目標

1. 電力（二酸化炭素）の削減は、2022年度（6～10月は2020年度）値より下回ることを目標とする。
2. 一般廃棄物の削減は、2022年度実績値から職員一人当たりの排出量を算出し、本年度の本社人数

（４月１日現在）を乗じた量を目標値とする。
3. コピー用紙の削減は、2022年度値より下回ることを目標とする。
4. グリーン購入の目標は、90％以上とする。
5. 環境教育の実施は、年１回以上を目標とする。
6. セミナー等の開催は、年10回以上を目標とする。

※二酸化炭素排出係数は0.434kg-CO2/kWh[2022年度関西電力(調整後)]
※事業活動に伴う化学物質の使用はなし

6

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

グリーン購入 ％ 100% 90％以上 90％以上 90％以上

環境教育 回 2回 １回以上 １回以上 １回以上

啓発活動 回 23回 10回以上 10回以上 10回以上

ボランティア清掃の推進 回
１９回

（雨天等中止5回）
24回 24回 24回

節　水 －

（目標）

テナントビルのため水量が把握できないので

節水のステッカーを貼付し、節水に努めている

(実績)

電力(二酸化炭素)の削減

(排出係数：0.434-CO2/kWh)
kg-CO2 17,374  

目標値より削減する

ことを目標とする
18,176

365,515

 

コピー用紙の削減 枚 265,164  

一般廃棄物の削減

（総排出量）
kg 92.4 102.5

目標値より削減する

ことを目標とする

2022年度より削減する

ことを目標とする

SDGs─◗כꜟ≤⇔≡



【総括】
・2024年度は、全ての項目において目標達成できた。2025年度についても、引き続き継続的な取組みを行い、目標

達成に向けて努力を続ける。
・電力については、エアコン運転のルールを守って電力使用の節減を図り、一般廃棄物についても資源物分別の徹底

を図り、今後も環境負荷の低減を目指すこととする。

2024年度の取り組みと評価及び2025年度計画

7

電力(二酸化炭素)の削減 目標値より削減

一般廃棄物の削減 目標値より削減

コピー用紙の削減 2022年度より削減

グリーン購入 目　標 90%以上

・調達手順の見直し

・環境配慮製品の購入 実　績
目標を90％以上とし、

この活動を継続する

環境教育

実　績
今後出来る限り計画を

実施する

啓発活動

実　績
今後も出来る限り計画を

実施する

目　標 ２４回(月２回)

実　績
今後も引き続き目標達成

を目指す

節　水

・テナントビルのため水量が把握

   できず、節水ステッカーを貼る

・市民向け自然体験学習プログラム

   の実施

・市民向け環境セミナーの開催

・３Ｒ・低炭素社会検定の実施

・官公庁及びＮＰＯ団体等との協賛

   事業

目　標
セミナー講演会等の開催

10回以上

セミナー講演会等の開催

１０回以上

92.4

365,515

265,164

・全職員研修
目　標

管理職員、一般職員

各年1回以上

目標達成

〇

・会議資料の簡素化

・ミスコピーの防止

・裏面使用

・両面印刷、両面コピーの徹底

・コピー機前に注意喚起の掲示

・デジタル化による削減

 

23回

90%

100%

 

2回

目標達成

〇

目標達成

〇

目標達成

〇

年１回以上

ボランティア清掃の推進

２４回(月２回)

 

－

共同炊事場とトイレに

「節水ステッカー」を

貼り、引き続き節水啓

発を行う

今後も引き続き実施して

いく

19回

（雨天等中止5回）

目標達成

〇

・冷房27℃、暖房21℃

・クール、ウォームビズの運動

・昼休み時間の消灯

・パソコン、プリンターの未使用時

  の電源OFF

・パソコン、コピー機の省電力設定

・照明機器のスイッチの適正管理

・ノー残業デー（毎週水曜日）の実施

実　績

室温の適切な管理や使用

量前年度比較表の掲示に

より目標達成を目指す

 
引き続き、環境経営計画

に沿って取り組みを推進

する実　績

目標

 

目標

目標達成

〇

目標達成

〇

kg-CO2

・ごみの分別の徹底

・ファイル類は再使用に努める

・使用済み封筒の再利用に努める

・パンフレット等の適量印刷

・ごみ箱を少なくする

・シュレッダー使用後の紙は資源ごみ

　に出す

kg

18,176

取り組み計画 24年度評価 25年度計画達成状況 単位

17,374

117.1

 

実　績

注意喚起掲示によって

職員の意識を向上させる

ことで目標達成を目指す

目標

枚

SDGs─◗כꜟ≤⇔≡



経営活動の取組み経過（実績）

（※）一般廃棄物の2023年度実績は、2024年度目標設定にあたり、1人あたりの量から2024年度職員数で換算した値

8

2024年度 2023年度 2024年度

目標 実績 実績

電力(二酸化炭素)

の削減

2022年度実績～

0.434㎏-CO2/kWh

％

（品目）

環境教育 回 2回 2回 ２回

節　水 －
テナントビルのため水量が把握できないので、節水

ステッカーを貼付し節水に努める

117.1

ボランティア清掃 回 24回 22回
19回

（雨天等中止5回）

啓発活動 回 10回 23回 23回

グリーン購入 90% 100% 100%

コピー用紙の削減 枚 365,515 322,673 265,164

一般廃棄物の削減 kg 117.7(※) 92.4

年　度

項　目

kg-CO2 18,176 16,702 17,374

SDGs─◗כꜟ≤⇔≡



環境関連法規の順守状況

法規制等の名称 該当する要求事項 関連条例による規制
該当する

設備・項目

遵
守
状
況

環境基本法
Å環境保全
Å環境負荷の低減

法第８条
Å大阪府環境基本条例
Å大阪市環境基本条例

公害の防止 適

循環型社会形成
推進基本法

Å循環型社会形成 への協力義務

法第11条
Å大阪府循環型社会形成

推進条例
Å大阪市廃棄物の減量推

進及び適正処理並びに
生活環境の清潔保持に
関する条例

ペットボトル等の
分別

適

環境教育等促進法 Å環境教育等の努力義務 法第4条・第10条 職員研修 適

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

Å廃棄物の適正処理及び減量の
努力義務
Å市町村の施策への協力

法第３条・第６条３
第11条他

一般廃棄物
産業廃棄物

適

大阪市一般廃棄物
処理基本計画

Å事業系ごみの減量・適正処理 事業系一般廃棄物 適

グリーン購入法 Å環境物品等を選択する努力義務 法第５条
事務用品等の購入
（必須ではない）

適

家電リサイクル法
Å特定家庭用機器の長期間使用

の努力義務
Å再商品化料金の支払い協力義務

法第６条 テレビ・冷蔵庫 適

小型家電
リサイクル法

Å携帯電話・デジタルカメラ等の
小型家電の分別排出

法第７条
携帯電話
デジタルカメラ等

適

資源有効利用
促進法

Å製品の長期間使用の努力義務等 法第５条
パソコン・
小型二次電池等

適

プラスチック
資源循環促進法

Å排出抑制・再資源化等 法第４条・法第44条
プラスチック使用
製品廃棄物

適

地球温暖化対策の
推進に関する法律

Å温室効果ガス排出量の削減 法第５条 照明・空調等 適

海洋汚染及び海上
災害の防止に
関する法律

Å受入れ土砂の管理

施行令第6条
Å廃棄物の処理及び清掃

に関する法律
Å受入れ土砂の底質試験

要領

受入れ土砂 適

大阪府生活環境の
保全等に関する

条例
Å騒音・振動の規制基準の順守

条例第84・85条
Å騒音規制法

商業地域の基準 適

フロン排出抑制法
Å業務用エアコンの適正管理
Å定期及び簡易点検・フロン破壊

証明
法第16条 業務用エアコン 適

環境関連法規等の遵守の逸脱はありませんでした。なお、関係当局よりの違反・訴訟等の指摘は、これまでありません。
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中島事務所
大阪湾広域臨海環境整備センター（大阪湾フェニックスセンター）から委託を受け、同センターの

大阪基地（大阪市西淀川区中島）に搬入される廃棄物の受付計量、受入基準に適合しているかの受入
検査業務補助及び沖合の埋立処分場へ輸送する、海上輸送船への積込業務を行っています。

受託業務
大阪湾広域臨海環境整備センターからの受託業務であり、

同センターのEA21に準じた対応
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夢洲事務所
大阪・関西万博の開催が予定される大阪市此花区の夢洲域内において、大阪港湾局関連事業者が

実施する用地造成などのための土砂の搬入等に関わって、その受入・報告などの運転維持管理業務
や公害防止管理業務等を行いました。（令和６年12月終了）

受託業務
大阪港湾局等からの発注業務であり、法令等に基づいて事業者

責任を果たしている
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環境啓発活動

（１）楽しく知る！学ぶ！食べる！なにわの伝統野菜

開催日：令和６年１２月１４日（土）

場 所：環境事業協会本社会議室

参加者：１９名

市民環境啓発セミナーの主催

（第１回）「なにわの伝統野菜の復活と普及」
「なにわの伝統野菜から広がる世界」
「生き物たちとつくるなにわの伝統野菜」
「大阪の野菜と四季の大阪家庭料理」

開催日：令和７年１月１８日（土）

場 所：大阪城南女子短期大学ほか

参加者：１８名

（第２回）田辺大根、天王寺蕪、大阪黒菜などに関わる
畑の見学と伝統野菜を食材に使用した調理実習

【環境問題講演会】
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（２）歩く！学ぶ！食す！ 琵琶湖疏水ヒストリーウォーク
オープニング記念講演会

開催日：令和７年２月８日（土）

場 所：四天王寺ほか

参加者：１８名

（第３回）「なにわの伝統野菜」モニュメント見学をはじめ
歴史・文化・食を交えたまち歩き

開催日：令和７年１月２６日（日）

場 所：エル・おおさか

参加者：６０名

（３）みんなで学ぶ！絶滅危惧種のはなし

開催日：令和７年３月２０日（木・祝）

場 所：ハートンホール
日本生命御堂筋ビル

参加者：３２名

13



（第２回）現地の食材を使った野外炊事と
栗林保全活動及びキマダラルリツバメ観察

（第１回）出発式及び講義
「衰退する大阪の生物多様性～チョウたちとまもる里山～」
「環境保全のボランティアとは」

（第３回）「京エコロジーセンター」「さすてな京都」の
見学会でエコを見て触れて考えよう

環境保全のボランティア体験講座2024

開催日：令和６年６月２日（日）

場 所：おおさかATCグリーンエコプラザ

講 師：大阪府立大学名誉教授 石井 実
WorldSeed代表理事 岡見 厚志

参加者：１５名

開催日：令和６年６月２３日（日）

場 所：能勢町歌垣

参加者：１６名

開催日：令和６年７月１４日（日）

場 所：京エコロジーセンター・さすてな京都

参加者：１４名

ₒ人材 ₓ
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（第５回）「三草山ゼフィルスの森」の保全地視察と稲刈り体験
による里山保全活動

（第４回）国の天然記念物「和泉葛城山ブナ林」の散策と
保全林の整備体験

開催日：令和６年８月４日（日）

場 所：和泉葛城山ブナ林

参加者：１３名

開催日：令和６年９月１５日（日）

場 所：能勢町神山

参加者：１０名
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（第８回）修了式／講座のふり返りと今後のプランニング／懇親会

（第６回）イタセンネット定例保全活動参加とフィールド
ミュージアム探訪

開催日：令和６年１０月２０日（日）

場 所：淀川左岸城北ワンド

参加者：１３名

開催日：令和６年１１月２４日（日）

場 所：環境事業協会本社会議室

参加者：１４名

（第７回）放置竹林勉強会と竹林伐採による整備体験及び竹細工

開催日：令和６年１１月１７日（日）

場 所：富田林奥の谷

参加者：９名
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一般社団法人持続可能環境センターから、検定事務センター、地域パートナーを受託

実施日：令和６年１１月１７日（日）

受験者：３Ｒ部門４４８名、気候変動部門４３８名
うち、一般試験（全国８会場）

受験者：３Ｒ部門１６７名、気候変動部門１５４名
ＩＢＴ試験

受験者：３Ｒ部門２８１名、気候変動部門２８４名

３R・気候変動検定試験の実施

（１）３R・気候変動検定試験

（２）地域パートナー業務

（３）合格者ミーティング

実施日：令和６年１１月１７日（日）

会 場：エル・おおさか

受験者数：３Ｒ部門 ４２名、
気候変動部門３８名

実施日：令和７年２月１日（土）

参加者：８名

【 ３R・気候変動検定試験等の実施】

（オンライン開催）

実施日：令和７年３月１６日（日）

会 場：神戸酒心館

参加者：２０名

（リアル開催）
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（第２回）オーサカ リバートレッキング
～水の生きもの探検隊！～

開催日：令和６年６月１０日（土）

場 所：太子町立総合スポーツ公園、唐川

参加者：１０組２０名

（第１回）オーサカ ホタル de ナイト
in太子町

（第３回）オーサカ バードウォッチング！
in鶴見緑地

開催日：令和６年７月２６日（金）

場 所：大阪府河内長野市

参加者：１０組２０名

開催日：令和７年３月２日（日）

場 所：花博記念公園鶴見緑地
なにわECOスクエア

参加者：５組１７名

体験型環境学習の実施

【いきものジャーニー！】
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【続 MIZUBE キャラバン】

【むかしくらし体験で学ぶSDGs！】

開催日：令和６年８月８日（木）

場 所：β本町橋（東横堀川）

参加者：６組１２名

開催日：令和６年１０月２６日（土）

場 所：兵庫県猪名川町 とちはら山空の家

参加者： １０組２６名

SUPボートで生き物調査！

山空タイムスリップツアー
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【大阪環境まち歩き
        ～新世界からハルカスへ～】

【おやこでおかいもの！グリーンコンシューマー体験】

開催日：令和６年１２月８日（日）

場 所：新世界、てんしば、
あべのハルカス

参加者：１４名

開催日：令和７年２月２３日（日）

場 所：大阪市立阿倍野市民学習センター

参加者： ８組１８名

（第１回）

開催日：令和７年２月１６日（日）

場 所：新世界、てんしば、
あべのハルカス

参加者：１３名

（第２回）
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【ハギレわくわくワークショップ】

開催日：令和６年１０月１９日（土）

場 所：吹田市資源リサイクルセンター

参加者：１９名

（第１回）第2回もったいないバザール

開催日：令和６年１２月２１日（土）

場 所：吹田市資源リサイクルセンター

参加者：２４名

（第２回）くるくるキッズ環境スクール

開催日：令和７年２月８日（土）

場 所：吹田市文化会館

参加者： ４４名

（第３回）すいた環境教育フェスタ2025
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（１）あわい農園サポーター向け研修ツアー＠淡路島（１回）
６月１日（土） 参加者：３７名

（２）こども食堂向けイベント（あわい農園クラブ）（５回）
第１回： ５月２６日（日）「夏野菜を植えよう！」 参加者：３１名
第２回： ８月 １日（木）「野菜の収穫体験」 参加者：２３名
第３回： ８月 ２日（金）「農園野菜でクッキング」参加者：２５名
第４回：１０月２７日（日）「サツマイモ収穫体験」 参加者：３４名

（３）サポーター制度による運営管理（サポーターデイ）（通年）（２３回）
登録者：４７名

（４）オープンデイ（通年）（３回）

（５）こども食堂への収穫野菜提供（通年）

（６）その他
・鶴見緑地フェスタ １１月２日（土） 場所：花博記念公園鶴見緑地

こども食堂向けイベント参加の子どもたちによるサツマイモ販売体験

協会SDGsの推進

【 SDGs自然農園事業(花博記念公園鶴見緑地内)】
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BCPへの取り組み

サイボウズ掲示板を活用した安否確認訓練

実施日時：令和６年９月３日（火）

内 容：大阪市中央消防署ホームページに掲載の訓練動画を視聴

 ・防災編

 ・消火・通報編

 ・避難誘導編

① 実施日時：令和６年９月３日（火）午後３時～５時

内 容：大地震が発生した想定での、各職員の安否状況報告訓練

    （サイボウズ掲示板への書き込み）

教養型消防・防災訓練への参加

② 実施日時：令和７年１月１７日（金）午前６時～１０時

内 容：大地震が発生した想定での、各職員の安否状況報告訓練

    （サイボウズ掲示板への書き込み）

(１) 安否確認訓練

(２) 防火防災訓練

ṕ
16 Ṗ

ṕ Ệ Ṗ

ṕ Ỉ Ṗ

ṕ Ỉ Ṗ
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代表者による全体の評価と見直し・指示

全

体

評

価

項 目 評 価 の 内 容

環境への取り組みは
実施されているか

電力・一般廃棄物・コピー用紙の削減、
グリーン購入、環境保全普及啓発につ
いて取り組みを行った。

環境経営システムが有効に機
能しているか

昨年度、目標値を見直し、より実態に
即した値を設定したことにより、明確
に達成状況の把握や改善策の検討が行
えるようになった。

見

直

し

対 象 変更の有無 見 直 し の 内 容

環境経営方針 □有／■無 特になし

環境経営目標
環境経営計画

■有／□無
一般廃棄物排出量の目標値を、本社
人数に応じた値に変更

その他環境経
営システムの
要素等

□有／■無 特になし

代 表 者 の 指 示
新年度の計画については、環境負荷を
低減するための取り組みをさらに検討
し、進めて行くこと。
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